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【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】反応工学
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科（材料コース）・5 年次
【担当教員】

詫間 貴

【授業目標・教育方針】
化学反応によって実用的なレベルでものを生産しようとする場合、机上での検討結果や、実験台上での結果をそのま
ま大型反応装置で適用しようとしても、種々の困難と遭遇する。反応装置内の温度分布、反応物質の流れの状態など
が、それぞれの反応装置によって大きく異なるためである。さらに、より安全で経済的な条件の設定や不都合な副生
成物の生成を最小限にするための操作条件、装置、プロセスなども検討課題となってくる。これらの諸問題を解決す
るための学問体系が反応工学である。ここでは、その根幹となる反応操作（反応の定量的解析結果に基いて工業反応
装置の反応条件を設定するための一連の手続き）の基本的事項を修得する。

【授業概要】
反応工学の根幹となる反応操作の基本的事項を修得するため、下記の項目について学ぶ。
反応の量論的関係、反応速度の実測、反応速度の表現、反応の機構と速度式、
固相を含む反応の速度、等温回分操作の設計、等温押し出し流れ操作、完全混合流れ操作、
反応装置の温度条件、非等温操作の設計、反応の収率・選択率・収量、   など

【教科書・教材・参考書 等】
教科書： 久保田宏・関沢恒男、「反応工学概論」 第２版、（日刊工業新聞社）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：レポートは小テストに代えることもある。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：反応工学）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 反応装置と反応操作 反応工学とは、反応操作、化学反応装置、反応操作の
設計、反応装置の安全性

第 2 回 反応の量論的関係 単一反応、複数反応、変化率、濃度と分圧など
第 3 回 反応速度の実測 回分操作の基礎式、反応速度の求め方
第 4 回 反応速度の実測 押出し流れ操作の基礎式、積分・微分反応装置
第 5 回 反応速度の表現 反応速度の定義、均相内反応と界面反応
第 6 回 反応の機構と速度式 量論式と速度式、中間化合物の擬定常状態
第 7 回 固相を含む反応の速度 吸着速度と吸着平衡、界面反応速度式、微生物反応の

速度
第 8 回 中間試験
第 9 回 等温回分操作の設計 単一・複数反応の定速度系操作、半回分操作
第 10 回 等温押出し流れ操作 液相系反応系、気相反応系
第 11 回 完全混合流れ操作 基礎式、多段操作、自己触媒反応
第 12 回 反応操作の温度条件 最適温度分布、断熱温度分布、装置の熱処理
第 13 回 非等温操作の設計 液相系、気相系、完全混合流れ装置の熱安定性
第 14 回 反応の収率など 定義、単一・複数反応の収率と収量
第 15 回 まとめ 化学工学と地球環境問題
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